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近所だからと、運転が少し雑になる

いつもの道では、周囲をあまり意識しない

一時停止は「止まったつもり」になっている

前の車との車間距離が近い

黄色信号を見ると「行ける」と思ってしまう

右左折のとき、歩行者や自転車の確認が十分ではない

「この車は止まってくれるだろう」と思うことがある

急いでいると、速度が上がってしまう

携帯・スマートフォンの着信が気になる

夕方や夜は、歩行者が見えにくいと感じる

疲れていても「これくらいなら」と運転する

最近、「ヒヤッ」とすることが増えた

あなたの運転をチェック
０～２個

３～５個

６個以上

まずまず、
でも油断は禁物

少し注意。運転を
見直してみましょう

要注意。
今日から運転を
変えてみませんか？

これからも気を抜かず、
安全運転を。

思い込みに気づくことが、
未然に事故を防ぎます。

一度、自分の運転を
しっかり見直しましょう。

― あなたはいくつ当てはまりますか？ ―

その運転、

大丈夫ですか？
― 「慣れ」「思い込み」が事故を招く ―

【特集】安全運転を、今一度考える

交通事故は、特別な人が起こすものではありません。
「いつも通る道だから」「これくらいなら大丈夫」
「相手が気づいてくれるだろう――」
そんな小さな思い込みが、事故につながることがあります。

こんな場面、ありませんか？

1
CASE

3
CASE

2
CASE

4
CASE

いつもの住宅街
「飛び出してこないだろう」

「飛び出してくるかもしれない」

ではなく

速度を落として、すぐ止まれる準備を。

信号のない横断歩道
「まだ渡らないだろう」

「渡るかもしれない」

ではなく

横断歩道では、歩行者を優先する。

夕暮れ時
「まだ明るいから大丈夫」

「見えにくくなっている」

ではなく

早めのライト点灯で、自分も相手も守る。

急いでいるとき
「遅れそう…急ごう！」

５分早く出る。それも交通安全です。

速度が
上がる

判断が
遅れる

確認が
雑になる

生活道路の法定速度が になりました30km/h
中央線や車両通行帯などが設けられていない一般道では、
自動車の法定速度が 60km/h から 30km/h に引き下げら
れました。

＜ ９月１日から ＞

中央線や車両通行帯が設けられている道路などでは、引き続き 60km/h が
法定速度です。また、道路標識などで最高速度が指定されている場合は、そ
の指定速度が優先されます

※

「30km/h まで出してよい」ではありません。

30km/h は “最高速度” です。道路の状況や天候、視界など
に応じて、速度を落とすことが大切です。

危険性を生む３つの「〇〇」

慣れ❶ 思い込み❸焦り❷
「いつもの道だから大丈夫」 「急いでいるから、少しくらい」 「相手が止まってくれるだろう」

通り慣れた道ほど、
注意が散漫に
なりがちです。

時間に追われると
速度が上がり、
確認が雑になりがちです。

相手の行動を
自分の都合で
決めつけないこと。

Point
横断しよう
とする人が
いたら、必
ず止まる。

Point

10 月は日没が早く
なり、夜間の事故が
増える時期です。

Point

時間に余裕を持つこ
とが、事故を防ぎま
す。

Point
子どもや高齢者
は、予想外の動
きをすることが

あります。
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　与謝野町には、平成 20 年に定めた「町民憲章」があります。豊かな自然
と歴史に育まれた郷土を誇りに思い、互いに思いやり、元気あふれる住みよ
いまちを築く——。この精神は、私たちのまちづくりの原点となるものです。
　人口減少や社会の変化が進む今こそ、この大切な価値を守り、未来へつな
いでいかなければなりません。第 3 次総合計画は、そのための羅針盤です。
　皆さんの声をもとに組み立てた計画案をさらに一緒に磨き上げたいと考え
ています。ぜひ、あなたの想

お も

いをお聞かせください。

与謝野町長

- 町長メッセージ -　住民の皆さんへ

与
謝
野
町
の
未
来
を

共
に
描
き
ま
し
ょ
う
。

第
３
次
与
謝
野
町
総
合
計
画（
案
）へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す 

　

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
人
、一
度
は
離
れ
た
人
、

応
援
し
て
く
れ
る
人
、
こ
れ
か
ら
住
ん
で
み
た

い
人——

。
す
べ
て
の
「
人
」
が
ま
ち
の
財
産

で
す
。

　

与
謝
野
町
で
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る「
第
３
次
総
合
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
総
合

計
画
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
計
画
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
や
よ
さ
の
み
ら
い
会
議
な

ど
で
寄
せ
ら
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
も
と

に
組
み
立
て
た
計
画
案
。
計
画
の
仕
上
げ
も
、

皆
さ
ん
と
共
に
。
ま
ち
の
未
来
に
、
あ
な
た
の

声
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
財
政
課 

☎
４
３
・
９
０
１
５

第３次総合計画（案）の全体像

住み続けたい、帰ってきたい、応援したい、
住んでみたいまち。よさの

将 来 像

変化を力に、共に動く。基本理念

1. 迎え、つながる「縁」づくり
2. 集い、憩う「場」づくり

重点
プロジェクト

【シリーズ】みんなでつくる総合計画 Vol.11【シリーズ】みんなでつくる総合計画 Vol.11

（人と人がつながる仕組みを構築）

分野別まちづくり方針 基本施策

新たな命の誕生を応援
親子の笑顔の暮らしを応援
地域ぐるみの子育て力の向上
創造的に未来を切り拓こうとする学校教育の推進

1.
2.
3.
4.

01

まちへの愛着と共感の醸成
まちの魅力を活

い

かした観光振興
まちの魅力を活かした移住・定住の促進
文化・スポーツを通じた学びと交流の推進

1.
2.
3.
4.

集い楽しむ
（観光・交流・文化・スポーツ）03

健康・福祉を支える人材の育成と確保
元気な体づくりの推進
誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域
づくりの推進
多様な主体による協働のまちづくりの推進
みんなが互いに認め合う人権尊重の風土づくり

1.
2.
3.

4.
5.

認め支え合う
（福祉・健康・地域協働）04

挑戦が生まれる風土づくり
農林業の振興
織物業の振興
商工業の振興
魅力ある働く場の創出
地域からはじめる地球にやさしい環境づくり
安心安全に暮らせる地域づくり
快適で暮らしやすい生活環境づくり

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

働き暮らす
（産業・仕事・暮らし・環境）02

未来を見据えた行財政運営
見える・聞こえる・言えるまちづくり

1.
2.

支えつなぐ
（行財政運営・情報発信）

育ち学ぶ
（子ども・子育て・教育）
まちぐるみの子育てを広げ、
自ら学び未来を切り拓

ひら

く力を育むまちへ

まちの宝を磨き交流を広げ、誰もが「この
まちが好き」と胸を張れるまちへ

ちがいを認め合い、対話と支え合いで
温かなつながりを育むまちへ

意欲を支え仕事を生み出し、
安心して住み続けられるまちへ

持続可能な行政サービスで暮らしを支え、
情報と対話で住民参画が広がるまちへ

05

（若者や親子が集える居場所を整備）
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　８月 27 日、有識者や住民代表などで構成される総合計画
審議会（谷

た に ぐ ち と も ひ ろ

口知弘会長）から、第３次与謝野町総合計画の策
定について町長へ答申がありました。この答申を踏まえ、今
回の計画案を取りまとめています。

谷口会長（中央）と石
いしくらひでのり

倉秀紀副会長（左）から答申書を受け取る佐賀町長 ▶

総合計画審議会からの答申

▶ 分野別まちづくり方針と重点プロジェクトとの関係第３次総合計画（案）はここが新しい！

　この計画案の出発点は、皆さんの声です。最後の仕上げ
も、皆さんと共に。気になること、もっとこうしてほしい
ことなど、たくさんの声をお寄せください。

あなたのご意見をお寄せください！

11 4月 日 ㊌まで募集締め切り >>>

・町ホームページ
・役場各庁舎（本庁舎・加悦庁舎・野田川庁舎の住民税務課窓口）
　※ 平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分（土曜日、日曜日および祝日を除く）

【Web フォーム】右上の二次元コードから
【郵送】〒 629-2292 与謝野町字岩滝 1798 番地１

● 計画案の
● 閲覧方法

● 意見の
● 提出方法

● 記載事項

● そ の 他

【郵送】与謝野町役場 企画財政課 宛
【窓口】開庁時間内に各庁舎へ書面を提出
【FAX】0772-46-2851
【メール】kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp
【個人】住所・氏名・連絡先
【法人・事業者・団体】名称・連絡先
　※ 様式は問いません（町ホームページの

意見提出様式も利用可能です）
・電話でのご意見は受け付けていません。
・ご意見は日本語に限ります。

わたしの意見は
どうなるの？

提出いただいた意見は、計画案を
さらに磨きあげるための検討資料
とさせていただきます。個別回答
は行いませんが、意見の概要と町
の検討結果を町ホームページや各
役場庁舎窓口にて公表します。
※ 公表を希望しない場合は、そ
の旨をご記載ください

【シリーズ】みんなでつくる総合計画 Vol.11【シリーズ】みんなでつくる総合計画 Vol.11

住む人だけでなく、U ターン
層や関係人口（ファン）まで
含めた、まちにかかわるすべ
ての人を財産と捉えました。

Point 1

分野を横断して取り組み、「ま
ちが変わってきた」という実
感を生み出すため、２つのプ
ロジェクトを進めます。

Point 3

先人から受け継いだ大切な価
値（町民憲章）を守るため
に、地域の仕組みを時代にあ
わせてしなやかに更新してい
く——。住民・事業者・行政
が一体となって行動していく
姿勢を掲げています。

Point 2

基本施策には何が書かれている？
　基本計画では、５つの分野ごとに基本施策を掲げており、以下の４つの要素で構成されて
います。まちの現状や住民の皆さんからの声を踏まえ、８年後のまちの姿（目標）を定め、
行政の取組内容（目標を実現する手段）を示しています。詳細は町ホームページ（右記の二
次元コード）や各庁舎窓口に設置した計画案をご覧ください。 町ホームページ

与謝野町の現状
（まちの現状・課題）

住民の意見
（アンケート、みらい会議など）

８年後のまちの姿
（目指す姿）

・目標

行政の取組内容
（まちが取り組むこと）

・手段

育
ち
学
ぶ

01

（
子
ど
も
・
子
育
て
・
教
育
）

支
え
つ
な
ぐ

05

（
行
財
政
運
営
・
情
報
発
信
）

認
め
支
え
合
う

04

（
福
祉
・
健
康
・
地
域
協
働
）

集
い
楽
し
む

03

（
観
光
・
交
流
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
）

働
き
暮
ら
す

02

（
産
業
・
仕
事
・
暮
ら
し
・
環
境
）

迎え、つながる
「縁」づくり

集い、憩う
「場」づくり

・
住
ん
で
み
た
い

・
応
援
し
た
い

・
帰
っ
て
き
た
い

・
住
ん
で
み
た
い

・
住
み
続
け
た
い

分野別まちづくり方針 重点プロジェクト 将来像

スマホで簡単 !!

「受け皿」をつくる
重点プロジェクト

多様なかかわり方を
捉えた新しい将来像

共に変化し続ける
姿勢を表した基本理念
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【連載 07】加悦鉄道（加悦～丹後山田）開業 100 年

　
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
ご
ろ
、
鉄

道
研
究
家
で
、
日
本
交
通
公
社
交
通

博
物
館
調
査
役
や
交
通
博
物
館
館
長

を
務
め
ら
れ
た
鷹た

か

司つ
か
さ

平と
し
み
ち通
氏
が
加
悦

鉄
道
を
訪
れ
ま
し
た
。
鷹
司
氏
は
幼

い
こ
ろ
か
ら
大
の
鉄
道
好
き
と
し
て

知
ら
れ
、
交
通
博
物
館
に
勤
務
す
る

傍
ら
、
鉄
道
の
研
究
に
も
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
70
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
全
国
規
模
の
鉄
道
愛
好
者

団
体
「
鉄
道
友
の
会
」
の
世
話
役
も

務
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

日
本
だ
け
じ
ゃ
な
い

世
界
に
誇
る
２
号
機
関
車

　

そ
の
鷹
司
氏
が
加
悦
鉄
道
２
号
機

関
車
に
つ
い
て
、
世
界
的
に
も
価
値

の
あ
る
機
関
車
で
あ
る
と
評
価
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
以
降
、
加
悦
鉄
道
で

は
２
号
機
関
車
を
「
社
宝
」
と
し
て

大
切
に
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
加
悦
鉄
道

２
号
機
関
車
と
、
11
月
に

来
月
号

開
催
予
定
の
「
歴
史
ま
ち
歩
き
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
来
月
号
で
は
、
開

業
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
を
迎
え
る
12

月
５
日
に
開
催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
食
に
関
す
る
話
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

２
号
機
関
車
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

バ
ー
ト
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
社
で
製

造
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
、
世
界
で

最
初
の
機
関
車
製
造
会
社
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
号
機
関
車
は
１
８
７
３
（
明
治

６
）
年
に
同
型
の
３
両
と
と
も
に
日
本

へ
輸
入
さ
れ
、
官
営
鉄
道
16
号
と
な

り
ま
し
た
。
１
８
７
３
年
と
い
え
ば
、

明
治
時
代
が
始
ま
っ
て
か
ら
わ
ず
か

６
年
。
６
年
さ
か
の
ぼ
る
と
、
江
戸

時
代
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の

機
関
車
が
い
か
に
長
い
歴
史
を
持
つ

車
両
で
あ
る
か
、
改
め
て
実
感
し
ま

す
。

　
ち
な
み
に
、
２
号
機
関
車
は
日
本
に

現
存
す
る
唯
一
の
ロ
バ
ー
ト
・
ス
チ
ー

ブ
ン
ソ
ン
社
製
の
蒸
気
機
関
車
で
す
。

日
本
産
業
遺
産
、
そ
し
て

国
の
重
要
文
化
財
へ

　

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）
年
11
月
、

２
号
機
関
車
は
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
の
漏

水
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
多
く
の
方
々

の
手
に
よ
っ
て
保
存
・
維
持
管
理
が

続
け
ら
れ
た
結
果
、
現
在
も
加
悦
鉄

道
資
料
館
で
実
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

鷹
司
氏
が
世
界
的
に
も
価
値
の
あ

る
機
関
車
と
評
価
さ
れ
た
２
号
機
関

車
は
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に

日
本
産
業
考
古
学
会
の
産
業
遺
産
に

認
定
。
ま
た
、
そ
の
３
年
後
に
は
旧

加
悦
町
の
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
２
年
後
に
は
、
機

関
車
台
帳
と
併
せ
て
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
重

要
文
化
財
と
し
て
の
名
称
は
「
１
２
３

号
鉄
道
院
蒸
気
機
関
車
」
で
す
。

２号機関車を撮影する鷹司氏

歴
史
を
刻
む
、

奇
跡
の
蒸
気
機
関
車

建
設
に
使
用
さ
れ
、
完
成
後
は
旅
客

列
車
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
金
沢
機
関
庫
、
福
井
機
関
庫
、
富

山
機
関
庫
、
兵
庫
機
関
庫
へ
と
転
属
。

加
悦
鉄
道
に
移
る
直
前
に
は
、
島
根

県
の
簸ひ

上か
み

鉄
道
（
現
在
の
JR
木
次
線
）

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ボ
イ
ラ
ー
の
缶
水
漏
れ
に
よ
り
使

用
で
き
な
く
な
る
ま
で
に
走
行
し
た

距
離
は
、
な
ん
と
１
９
５
万
８
５
９
６

㎞
。
こ
れ
は
、
地
球
を
ほ
ぼ
49
周
す
る

距
離
に
相
当
し
ま
す
。
ま
さ
に
、
日

本
の
近
代
化
を
支
え
続
け
た
旅
路
で

し
た
。

広報よさの９月号（No.247）
では、加悦鉄道の車両として
活躍した DC351 ディーゼル
機関車の現況についてお伝え
しました。今月号は、加悦鉄
道資料館で保存・展示して
いる４車両の内、加悦鉄道 2
号機関車と、11 月１日に開
催予定の歴史まち歩きについ
てご紹介します。

問　産業観光課 ☎ 43-9012

加悦駅構内に停車する２号機関車（昭和５年）

　

古
地
図
を
読
み
取
り
、
そ
の
後
、

古
地
図
を
片
手
に
ま
ち
を
歩
き
、
観

て
い
き
ま
す
。
ち
り
め
ん
街
道
が
戦

国
時
代
の
防
衛
遺
構
を
基
礎
に
、
大

正
期
の
鉄
道
と
そ
の
後
の
自
動
車
の

普
及
に
よ
り
変
遷
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
時　
　

間
】

【
集
合
場
所
】

【
そ
の
他
】

午
前
10
時
～

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎

教
育
委
員
会
事
務
局

職
員
が
解
説
を
行
い

ま
す
。

11 1 ㊐

古
地
図
の
中
の

ち
り
め
ん
街
道
を

歩
き
観み

る

【
加
悦
鉄
道
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

!?
加悦鉄道資料館で保存・展示されている２号機関車

　

２
号
機
関
車
は
、
日
本
へ
の
輸
入

後
、
官
営
鉄
道
の
大
阪
―
神
戸
間
の

日
本
各
地
で
活
躍
し
、

そ
の
後
、
加
悦
鉄
道
へ

大阪駅に停車する２号機関車
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まちの  話題話題  お届けします

● かえでこども園 交通教室

「止まる・見る・聞く」で安全に

　来春の就学に向けて交通安全を学ぶ
「交通教室」が岩滝自動車教習所で開催8

9

され、かえでこども園の年長児たちが参加しまし
た。
　園児たちは、映像をとおして教習所の職員や警
察署員から、道路上には停車した車や信号機のな
い横断歩道など、危険な場所があることを教わり
ました。その後、教習所内のコースを実際に歩き、
横断歩道では「止まる・見る・聞く」を実践しな
がら、安全な歩き方を練習していました。

手を挙げて横断歩道を渡る園児たち

● みんなでカキ殻拾うDAY

海の資源を里へ、カキ殻を回収

　阿蘇海沿岸で「みんなでカキ殻拾う
DAY」が開催され、国際ボランティア30

8

学生協会（I
イ ビ ュ ー サ

VUSA）の学生 41 人を含む総勢約
60 人が参加しました。
　阿蘇海の環境改善に向け、参加者は暑さの中、
汗を流しながらカキ殻の回収に取り組み、約 1.2
トンを回収。回収したカキ殻は町内のほ場で土壌
改良材として利用されるなど、海の資源を里に還
元する与謝野町ならではの「自然循環」の取り組
みとなりました。

阿蘇海でカキ殻を回収する学生たち

● よさの SUNSUN フェスタ 2026

町内の産業が大集合！

　町内のさまざまな企業やお店が集結
し、食べる・買う・体験する・見て触れ26

9

るイベント「よさの SUNSUN フェスタ 2026」
が野田川わーくぱるで開催され、多くの来場者で
にぎわいました。
　地域の魅力を発信するイベントとして開催さ
れ、55 業者が出展。会場には飲食や物販、体験
など多彩なブースが並び、来場者は各ブースを巡
りながら、商品やサービスに触れ、与謝野町の産
業の魅力を楽しんでいました。

多くの来場者でにぎわう会場

● よさの未来灯
び

2026

与謝野の夜空を彩った未来への灯
ともしび

 

　８年ぶりとなる与謝野町商工会青年
部主催の花火大会「よさの未来灯」が、12

9

加悦谷ショッピングセンターウイルで開催され、
多くの来場者でにぎわいました。
　「地域のにぎわいをつくりたい」「子どもたちに
地域の思い出を残したい」と、青年部の皆さんの
熱い思いで開催された本イベント。会場では、復
活を果たした野田川太鼓の力強い演奏をはじめ、
宮津天橋高校合唱部によるアカペラ演奏、キッズ
ダンスの披露など、多彩なステージが繰り広げら
れました。
　会場が大いに盛り上がる中、最後を飾ったの
は約 1,300 発の花火。夜空を彩る大輪の花火に、
来場者からは歓声が上がり、地域の新たな思い出
となるひとときを楽しみました。

与謝野町の夜空に打ち上げられた約 1,300 発の花火

● 第 21 回町長杯 与謝野町小学生バレーボール大会

一球一球に思いを込めて

　大江山運動公園体育館において「第
21 回町長杯 与謝野町小学生バレーボー19

9

ル大会」が開催され、熱戦が繰り広げられました。
　本大会には、町内から 3 クラブ 5 チームが出場。
選手たちは仲間同士で声を掛け合いながら懸命に
ボールを追いかけ、鋭いスパイクが決まると歓声
が上がるなど、得点を重ねるたびに会場は大いに
盛り上がりを見せていました。結果は予選リーグ
から強さを発揮した与謝野 JVC（A チーム）が
優勝を果たしました。

アタックを決める与謝野 JVC（A チーム）の選手

宮津天橋高校合唱部のアカペラ演奏

秋秋のお出かけ情報のお出かけ情報

※ 掲載している情報は、町が後援している催しです
※ ９月 28 日（月）現在の情報です

18
10 きものでぶらり♪

ちりめん街道
（日） 【会場】ちりめん街道一帯

午前 10 時～午後３時　※ 少雨決行
・街道市（飲食、ハンドメイド雑貨の販売 など）
・宝探し、謎解きクイズ
・街道ライトアップ（前日）
・関連イベント（Ｎゲージ展示／旧加悦鉄道加
悦駅舎、和太鼓演奏／旧加悦町役場庁舎 など）

● 時間
● 内容

  8
11 与謝・滝・金屋　命の里

秋の大感謝祭
（日） 【会場】道の駅シルクのまち かや

午前 10 時～午後３時　
・ステージ（千本づき、ライブ＆余興）
・飲食、販売、体験コーナー
・お楽しみ大抽選会　など

● 時間
● 内容

10 月 17 日（土）、18 日（日）
両日とも午前 10 時～午後４時
野田川わーくぱる　※ 入場無料
・丹後ブランド認定商品の展示と即売会
・匠の技体験コーナー など

● 日時

● 会場
● 内容

丹後のええもん　うまいもん展

問　ワークセンター花音 ☎ 44-0022

問　（公財）丹後地域地場産業振興センター ☎ 0772-72-5261

問　旧尾藤家住宅 ☎ 43-1166
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フットケアからはじめる

転 倒 予 防
　加齢とともに身体にはさまざまな変化が起こり、転倒
しやすくなります。なぜ転倒しやすくなるのか、身体の
変化を知ることが転倒予防の第一歩です。
　若いころには問題にならない転倒でも、高齢者にとっ
ては、その後の生活に大きな影響を及ぼす可能性があり
ます。転倒によって大腿骨などを骨折し、入院治療が必
要となった結果、退院後に自宅での生活が困難になり、
施設への入所を余儀なくされるなど、生活が一変するこ
ともあります。
　転倒の原因には、加齢による筋力やバランス機能の低
下、姿勢の崩れのほか、身体を支える足にトラブルを抱
えていることもあります。今月号では、４つのフットケ
アについて紹介します。

転倒で生活が一変することも

こんな症状はありませんか？

足のトラブル
外
が い は ん

反母
ぼ し

趾（足の親指が小指側に向かっ

て「くの字」に変形し、親指の付け根

の関節が突出した状態）

内
な い は ん

反小
しょう

趾
し

（足の小指が親指側に曲がっ

てしまい、小指の付け根の関節が突出

した状態）

　これらは、長年、窮屈な靴で足の指に負担がかかった状態や合わない靴などが原因で起こります。
足裏の小さな異常が身体のゆがみとなり、身体バランスを崩し、転倒を引き起こす危険性が高まりま
すので、気になる症状があれば早めに対策を取りましょう。

巻き爪（爪の両端が内側に巻いている状態）

陥
か ん

入
にゅう

爪
そ う

（爪の両端が内側に巻いて皮膚に食い込んで痛みを伴う状態）

水虫（白癬菌というカビに感染し指の間が白くただれ小さな

水泡ができかゆみを伴うことが多い状態）

爪
つ め は く せ ん

白癬（水虫の白癬菌によって爪が白く厚くなった状態）

たこ・魚の目（指の付け根の足底の皮膚の一部が硬い。中に

芯があり痛む状態）

セルフチェック

>>> 健やか広場

今 月号では「フットケア」について紹介しましたが、転倒予防には骨量や
筋力の維持につながる運動習慣の継続が大切です。全身の筋力強化のた

めのストレッチや体操、足指じゃんけんなどに取り組みましょう。また、家の
中での転倒も多いので整理整頓を心がけ、安心して暮らせるよう、日々、転倒
予防を意識した行動が重要です。

足の健康を
守るために

靴の見た目にとらわれず、自身の足に注目する（人
間の足先は細くない）。
靴のサイズ表示は目安程度。フィッティングを重視
し、つま先に 10 ～ 15mm 程度の間隔がある。
靴を手に持った感覚で判断しない。しっかりしたも
のを選び、試し履きをして少し歩いてみる。

●

●

●

>>> 靴選びの３つのポイント

2. 足を清潔に

入浴時に足指を１本
１本ていねいに洗い、
しっかり乾燥させま
しょう。マッサージも
併せて実施すれば、血
流もよくなります。

足に合わない靴は、足のトラブルや、転倒する
リスクを高めます。靴を買うときは、足のサイ
ズが一番大きくなる午後から夕方の時間帯がお
すすめです。※ 右上図参考

1. 大切な靴選び

靴の中で足が
ずれ過ぎないものを

アキレス腱を刺激
しないようソフトなもの

かかとをしっかり
ホールドしてくれる

土踏まずの芯材が
しっかりしている

指先に 10 ～ 15 ㎜程
度の余裕がある

指先にゆとり
があって指が
自由に動く

足指が曲がる位置
で靴がきちんと曲
がる

ファスナーなどで
固定できる

3. 爪の切り方に注意

爪の形にそって切るのは、巻き爪や陥入爪につ
ながります。入浴後など爪が柔らかいときに明
るい場所で、正しい爪の切り方で行う。

>>> 爪切りの４つのポイント

爪の周囲の汚れを取り除きます。長さは足指と同じ
か、足指より約 1 ㎜長めが目安。
刃先のストレートな爪切りで、まっ直ぐに切ります。

●

●

●

●

爪の上部両サイドを少しだ
けカットします。
爪切りをした後、ヤスリを
使い優しく削ります。

4. フットマッサージ

足指には多くのつぼがあり、刺激をすることで
血流をよくします。

【爪の付け根】爪の生え際を親指から人差し指、
中指、薬指、小指側の順に、上下につまんで押し
ます。左右からも押します。

【指回し】親指から指の付け根をつかんでグルグ
ルと左右に２～３回まわします。

【足指開き】両手で足指の間を広げます。親指と
人差し指、人差し指と中指、中指と薬指、薬指と
小指と順に広げます。広げて上下に動かしてみま
しょう。

【手と足の握手】足の裏側から手指を差し入れ、
握手。片方の手は足首を持ち、握手した側は左右
にゆっくりとまわします。

①

②

③

④
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食改食改さんのさんの
おうちごはんおうちごはん

‐第‐第 99 回 ‐回 ‐

Let's cook!
今 月の食改さんのおうちごはんは、秋の味覚を使っ

た「栗ごはん」と「豚汁」を紹介します。

食生活改善推進員協議会野田川支
部の山﨑さん（左）と長島さん（右）

問　保健課 ☎ 43-9022

※ 与謝野町有線テレビでも
放送しています

栗ごはん

2
・米 ………
・水 ………
・栗 ………
・酒 ………
・みりん …
・塩 ………

２カップ
２カップ強
12 粒
大さじ 2/3（10g）
大さじ 2/3（12g）
小さじ１（６g）

米は洗って水気
をきってから炊

①

飯器に入れ、分量の水を加え
て 30 分漬けておきます。
皮をむいた栗は、２～４つに
切り分け、水にさらしてアク
を抜きます。
炊飯釜に栗と調味料を加え、
普通のご飯と同様に炊きま
す。
十分に蒸らして、全体を混ぜ
合わせてできあがり。

②

③

④

豚汁

ごぼうは皮をこそげてささがきにして、水に
さらしてから水気をきっておきます。

①

里芋は皮をむいて一口大に切ります。
大根は皮をむいて５㎜厚さのいちょう切りに、にんじんも皮
をむいて５㎜厚さのいちょう切りにします。
小ねぎは小口切りに、豚肉は３㎝幅に切ります。
鍋にだし汁、里芋、大根、にんじん、ごぼうを入れて中火に
かけます。沸騰したら、豚肉、酒を加えて５分ほど煮ます。
具材に火が通ったらみそを溶きほぐし入れ、器に盛り、小ね
ぎを散らしてできあがり。

②
③

④
⑤

⑥

2
・豚肉 ………
・里芋 ………
・大根 ………
・ごぼう ……
・にんじん …
・小ねぎ ……

50g
40g
30g
20g
20g
10g

・酒 ………
・みそ ……
・だし汁 …

小さじ１（５g）
大さじ１と 1/2（27g）
300ml

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

図書館で購入し、保存期限が切れた雑誌を希望者にお譲り
する「雑誌リサイクル」を行います。

令和４年９月から５年８月末までに図書館で購入した雑誌
47 種類 590 冊（予定）をお譲りします。
期間中おひとり３冊まで。電話などでの予約や取り置き、交
換はできません。

・

・
内
容

各館での購読雑誌をお譲りしますが、一部タイトルはおひと
り１冊とさせていただきます。　
図書館カードをお持ちのうえ、ご来館した方おひとりにつき
３冊までお譲りします。なお、図書館カードを複数枚お持ち
いただいても、ご来館した方のみしかお譲りできません。
冊数に限りがありますので、先着順でなくなりしだい終了し
ます。　
雑誌のタイトルなどは、館内に掲示しているポスターまたは
図書館ホームページでご確認ください。

・

・

・

・

注
意
事
項

図書館雑誌
リサイクル

10
31土

曜
日・

本館・加悦分室・野田川分室

【時間】午前 10 時 ～ 午後６時

本館
（31 種類・444 冊）

加悦分室
（７種類・70 冊）

野田川分室
（10 種類・76 冊）

Moe クロワッサン すてきにハンドメイド やさい畑

コットンタイム 週刊ベースボール NHK きょうの料理 NHK きょうの料理

暮しの手帖 週刊新潮 サンキュ！ からだにいいこと

BE-PAL 日経トレンディ PHP コットンフレンド

non・no 中期のひよこクラブ やさいの時間 kodomoe

MR.PC ダ・ヴィンチ レタスクラブ オレンジページ Cooking

NHK 趣味の園芸 ライフプラン情報誌 ALPS 健康 この本読んで！

NHK 俳句 旅の手帖 ― SAVVY

NHK きょうの健康 歴史研究 ― ESSE

オレンジページ 住む。　など ― LEE

各
館
の
主
な
配
布
雑
誌
リ
ス
ト

11
1日
曜
日

『お茶の先生が伝える季節をめぐる暮らしのたのしみ帖』
北見宗雅・文（与謝野町出身）　塩谷歩波・絵／KADOKAWA

茶道裏千家教授である著者がつづる茶道の知恵をヒントに、忙しい
日々でも日本の四季の移ろいを楽しみ、心をととのえ、毎日を豊か
に暮らすひとときとは。繊細で優しいタッチで描かれる和菓子や、
季節の草花が彩りを添える１冊です。また、著作１冊目の『お茶の
先生に教わるきちんときもの手ほどき帖（北見雅子著／淡交社）』　
も合わせてどうぞ。

本の紹介

与謝野町出身
の方が書かれ
た本です !!
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与謝野町長

　　佐賀 利裕

コラム「与謝野の風」

みんなのまち、与謝野。
- 第３次総合計画策定に向けて -

― 第５話

今
月
は
「
与
謝
野
町
第
３
次
総

合
計
画
」
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
当
町
で
は
昨
年
８
月
か
ら
、
よ
さ

の
み
ら
い
会
議
や
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
総
合
計
画
審
議
会
を
通
し
て 

『
将
来
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て

い
た
い
か
』と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

延
べ
１
６
０
０
人
を
超
え
る
方
々
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
紡
ぎ
合
わ
せ
た
与
謝

野
町
の
将
来
像
は
、「（
住
ん
で
い
る

人
が
）
住
み
続
け
た
い
」「（
ま
ち
を

離
れ
た
人
が
）帰
っ
て
き
た
い
」「（
住

民
や
出
身
者
が
）応
援
し
た
い
」「（
他

の
ま
ち
に
住
む
人
が
）
住
ん
で
み
た

い
ま
ち
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
と
い
う
方
針
を
分
野
別

に
立
て
、
基
本
的
な
施
策
を
掲
げ
た

「
第
３
次
総
合
計
画
（
案
）」
を
今
月

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
、ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
与
謝
野
町
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の

ま
ち
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
家
を
建
て
る
よ
う
な
気
持
ち

で
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

秋の空と大江山の稜線（昨年の 10 月に撮影）

　時の贈り物　［第 147 回　明治時代の宮津藩の殿様の威光２]	

　
後
野
の
愛
宕
神
社
の
拝
殿
は
、
明

治
７
～
８
年
に
「
宮
津
城
の
本
丸
御

殿
の
玄
関
」を
移
築
し
た
も
の
で
す
。

屋
根
直
下
の
正
面
中
央
に
は
、
寛
文

６
（
１
６
６
６
）
年
ま
で
宮
津
藩
主

だ
っ
た
「
京
極
家
」
の
家
紋
「
平ひ

ら

四よ

つ
目め

結ゆ
い

」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
拝
殿

は
、
初
期
の
宮
津
城
内
の
姿
を
今
に

伝
え
る
希
少
な
建
物
で
も
あ
り
ま

す
。

　
さ
て
、
江
戸
幕
府
か
ら
明
治
新
政

府
へ
の
変
換
期
に
、
新
政
府
は
日
本

列
島
を
天
皇
を
頂
点
と
す
る
近
代
国

家
へ
と
再
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
日
本
人
の
心
を
一
本
化
す

る
た
め
に
、
国
家
神
道
を
普
及
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
神

社
へ
の
関
心
が
大
い
に
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。

　
当
時
の
後
野
村
で
は
、
氏
神
で
あ

る
愛
宕
神
社
の
威
厳
を
高
め
る
た
め

に
、
江
戸
時
代
の
丹
後
の
中
枢
で
あ

る
宮
津
城
に
由
来
す
る
建
物
を
移
築

し
て
、
権
威
を
示
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

後
野
愛
宕
神
社
の
拝は

い
で

ん殿
後野愛宕神社の拝殿

後野愛宕神社の拝殿に残る京極家の家紋「平四つ目結」

地域おこし協力隊通信
与謝野駅周辺活性化＆移住・定住促進活動担当　郭

カク

 珍
ジンスー

秀 隊員

86

が
生
ま
れ
育
っ
た
韓
国
の

清チ
ョ
ン

州ジ
ュ

市
の
ポ
ン
ミ
ョ
ン

ド
ン
と
い
う
ま
ち
で
は
、

毎
年
夏
が
終
わ
る
時
期
に
「
鳳ポ

ン

凰フ
ァ
ン

祭ジ
ェ

」

と
い
う
祭
り
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
た
１
日
だ
け
の
祭
り
で
す
が
、
朝

か
ら
晩
ま
で
公
園
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な

ス
テ
ー
ジ
や
お
店
が
並
び
、
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
祭
り
の
最
後

は
の
ど
自
慢
大
会
が
あ
り
、
そ
れ
が
終

わ
る
と
花
火
が
上
が
っ
て
１
日
が
締
め

く
く
ら
れ
ま
す
。
大
人
の
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も

だ
っ
た
私
は
こ
の
お
祭
り
が
大
好
き
で

し
た
。

　
お
祭
り
が
開
か
れ
る
公
園
に
は
小
さ

な
山
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
夜
に
な

る
と
暗
く
て
少
し
怖
い
の
で
す
が
、
お

祭
り
の
と
き
だ
け
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
見

る
た
め
に
登
っ
て
く
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
て
、
夜
で
も
安
全
に
走
り
回
っ

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
々
の

楽
し
そ
う
な
姿
や
、
夜
に
な
っ
て
も
自

由
に
遊
べ
る
そ
の
空
間
が
、
私
を
と
て

も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
与
謝
野
町
に
来
て
か
ら
早
い
も
の
で

２
年
が
経
ち
、
下
山
田
の
納
涼
祭
も
２

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
納
涼
祭
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
一
緒

に
楽
し
め
る
、
本
当
に
す
て
き
な
場
所

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
公
民

館
の
ホ
ー
ル
で
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
ア
ニ
メ
を
見
る
映
画
館
の
よ
う
な
時

間
が
作
ら
れ
て
い
て
、
上
映
が
終
わ
る

と
「
か
か
し
文
庫
」
で
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
手
で
工
作
で
き
る
体
験
の
場
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

故
郷
の
祭
り
と
、
与
謝
野
の
夏
。

― 

子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
と
重
な
っ
た
、
下
山
田
の
納
涼
祭 

―

　
夕
方
か
ら
は
家
族
が
集
ま
り
、
地
域

の
方
々
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ

を
見
な
が
ら
、
お
い
し
い
食
べ
物
や
飲

み
物
を
楽
し
む
時
間
は
、
き
っ
と
み
ん

な
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
下
山
田
の
農
家
さ
ん
が
作
っ
た
無

農
薬
の
紫
色
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
本
当

に
お
い
し
く
て
、
去
年
に
続
い
て
今
年

も
買
っ
て
家
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茹

で
て
食
べ
て
も
、
生
で
食
べ
て
も
甘
く

て
お
い
し
い
こ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
一
品
で
す
。

　

日
差
し
が
強
い
朝
か
ら
青
年
部
の

方
々
が
集
ま
っ
て
、
重
い
道
具
や
テ
ン

ト
を
運
ん
だ
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
組
み
立

多くの来場者でにぎわう納涼祭

て
た
り
と
、
汗
を
流
し
な
が
ら
準
備
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
お
祭
り
を

支
え
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ

る
青
年
部
の
皆
さ
ん
や
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
た
め
に
一
生
懸
命
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
か
し
文

庫
、
そ
し
て
公
民
館
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
安
全

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
下
山
田
の
納
涼
祭
に
参
加
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
姿
や
、
夜
に

な
っ
て
も
自
由
に
走
り
回
っ
て
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
姿
は
、
私
の
子
ど
も
の
こ

ろ
の
「
鳳
凰
祭
」
の
懐
か
し
い
思
い
出

を
、
優
し
く
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
し

た
。

私

かかし文庫によるイベント

ステージ発表
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【広告枠】

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～

あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間をいただきます

認知症
コラム

住み慣れた地域で
安心して暮らしていけるように

【第 18 弾】
「９月は認知症月間」
「９月 21 日は認知症の日」

問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

役場加悦庁舎に設置した認知症啓発コーナー

わ
せ
て
、
役
場
加
悦
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

と
、与
謝
野
町
立
図
書
館
（
本
館
）
に
、

認
知
症
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。

認
知
症
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
で
す
。
今
月
号
で
は
、「
認
知

症
月
間
」
と
「
認
知
症
の
日
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
認
知
症
月
間
や
認
知
症
の

日
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
と

世
界
保
健
機
関
は
、
毎
年
９
月
を
「
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」、
９
月
21

日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」

と
し
て
提
唱
し
て
お
り
、
世
界
各
地
で

認
知
症
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
も
「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認

知
症
基
本
法
」（
令
和
６
年
１
月
施
行
）

に
基
づ
き
、
毎
年
９
月
を
「
認
知
症
月

間
」、
９
月
21
日
を
「
認
知
症
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
に
お
い
て
も
「
認
知
症
に

な
っ
て
も
な
ら
な
く
て
も
、
自
分
ら
し

く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち 

与
謝
野
町
」

を
目
指
し
、
認
知
症
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
９
月
の
認
知
症
月
間
に
合

　
９
月
12
日
・
13
日
に
は
、
丹
後
保
健

所
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
「
若
年
性
認
知
症
支
援
研
修

会
（
オ
レ
ン
ジ
ジ
ャ
ッ
ク
）」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
39
歳
で
若
年
性
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
丹た

ん

野の

智と
も
ふ
み文

さ
ん
に
よ
る
講
演
や
、
丹
野
さ

ん
の
人
生
を
描
い
た
映
画「
オ
レ
ン
ジ・

ラ
ン
プ
」
の
上
映
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
引
き
続
き
認
知
症

に
関
す
る
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

当
事
者
か
ら
認
知
症
と
の

向
き
合
い
方
を
学
ぶ
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さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
ラ
イ
ア
ン
で
す
。

　
１
年
間
し
か
た
っ
て
い

な
い
の
に
、
も
う
す
ぐ
お
別
れ
の
と
き

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
皆

さ
ん
に
心
か
ら
の
感
謝
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
与
謝
野
町
に
来
た
と
き
、
新

し
く
て
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
環
境
の

中
で
、
か
な
り
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
そ
の
不
安
は
す

ぐ
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
親

切
や
思
い
や
り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
過

ご
し
た
日
々
は
、
私
に
と
っ
て
決
し
て

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　
最
初
は
一
人
で
い
る
こ
と
が
怖
か
っ

た
の
で
す
が
、
日
本
で
出
会
っ
た
す
ば

ら
し
い
友
だ
ち
の
お
か
げ
で
、
気
づ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
ん

な
に
辛
く
て
も
、
一
人
じ
ゃ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
友
だ
ち
と
過
ご
し
た
時

間
や
旅
の
思
い
出
は
多
く
、
す
ば
ら
し

い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
友
だ
ち
と
大
好
き
な
任
天

堂
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ
た
こ
と

は
、
や
は
り
本
当
に
一
人
だ
っ
た
ら
こ

う
い
う
す
ご
い
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
こ

う
い
う
時
間
こ
そ
が
、
一
生
の
宝
物
に

な
る
と
思
い
ま

す
。

　
も
ち
ろ
ん
旅
行

だ
け
で
は
な
く
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
た

経
験
も
、
人
生
の

中
で
特
別
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
一
緒
に
働
い
た

方
々
に
も
気
軽
に

話
し
た
り
、
考
え

た
り
し
た
こ
と
は

確
か
に
楽
し
い
こ

と
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
成
長

の
一
部
で
す
。
そ

し
て
、
授
業
や
学
校
行
事
を
通
し
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
皆
さ
ん
と
笑
い

合
っ
た
り
、
楽
し
く
英
語
を
勉
強
し
た

時
間
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。な
る
べ
く
早
く
故
郷
で
も
、

こ
ん
な
幸
せ
な
時
間
に
つ
い
て
伝
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
は
私
に
と
っ
て
、
本
当
に

第
二
の
故
郷
と
な
り
ま
し
た
。
お
別
れ

す
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
多
く
の

最後まで楽しんで帰ることができました

こ
と
を
学
び
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
与
謝
野
町
で
過
ご
し

た
日
々
と
思
い
出
は
、
こ
れ
か
ら
先
も

ず
っ
と
私
の
心
の
中
で
生
き
続
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
と
出
会
え
た
こ

と
を
、
心
か
ら
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
必

ず
与
謝
野
町
に
戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
お
会
い
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

皆
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与謝野町の特産品に新たに13商品を認定しました
選び抜かれた魅力ある特産品 問　産業観光課 ☎ 43-9012

産業振興
ホームページ

（特産品の紹介）

　
与
謝
野
町
で
は
、
優

れ
た
町
内
産
品
を
「
与

謝
野
町
特
産
品
」
と
し

て
認
定
し
、
販
路
拡
大

や
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
は
認

定
頻
度
を
「
毎
年
度
１

回
」
に
見
直
し
、
よ
り

タ
イ
ム
リ
ー
に
魅
力
あ

る
商
品
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
厳

正
な
審
査
を
経
た
７
事

業
者
・
13
商
品
を
新
た

に
認
定
。こ
れ
に
よ
り
、

ま
ち
の
特
産
品
は
計
68

商
品
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
商
品
は
、

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
も
展

開
し
、
全
国
へ
ま
ち
の

魅
力
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

町政の着実な推進に向けて
令和 9 年度京都府予算に関する要望活動 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　

８
月
28
日
、
佐
賀

町
長
が
京
都
府
庁
を
訪

れ
、
西に

し
わ
き
た
か
と
し

脇
隆
俊
知
事
を

は
じ
め
と
す
る
府
幹
部

に
対
し
、
令
和
９
年
度

の
京
都
府
予
算
編
成
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出

し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
経
済
、観
光
、福
祉
、

教
育
、
防
災
と
い
っ
た

西脇知事（左）に要望書を手渡す佐賀町長

多
岐
に
わ
た
る
合
計
31
項
目
に

つ
い
て
、
町
長
か
ら
事
業
の
必

要
性
を
説
明
し
、
府
の
支
援
を

求
め
ま
し
た
。
特
に
、
重
点
項

目
と
し
て
掲
げ
た
「
活
気
あ
る

地
域
経
済
の
復
活
に
向
け
た
新

た
な
事
業
」
や
「
与
謝
野
観
光

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
拠
点
施
設

の
整
備
・
連
携
」
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
町
長
か
ら
知
事
へ

直
接
そ
の
推
進
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
知
事
は
「
商

品
開
発
や
販
路
開
拓
、
拠
点
整

備
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
金

獲
得
に
向
け
て
助
言
・
支
援
を

行
う
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
丹
後
天
橋
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
ハ
ブ
（
拠
点
）
と
し
、
与

要
望
書
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
企
画
財
政
課
窓

口
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

謝
野
町
を
は
じ
め
近
隣
市
町
と

連
携
し
た
観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト

の
形
成
を
進
め
た
い
。
与
謝
野

町
が
有
す
る
『
織
物
』
と
い
う

優
れ
た
地
域
資
源
に
つ
い
て
、

点
在
す
る
そ
れ
ら
の
魅
力
を
つ

な
ぎ
、
よ
り
大
き
く
広
げ
て
い

く
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
で
は
今
回
の
要
望

活
動
を
契
機
と
し
、
京
都
府
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の

と
し
な
が
ら
、
町
政
の
着
実
な

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住民の皆さんの安心・安全のために
１市２町へ防犯（見守り）カメラのご寄贈 問　防災危機管理対策課 ☎ 43-9011

　

８
月
27
日
、
宮
津
警

察
署
に
お
い
て
防
犯
（
見

守
り
）
カ
メ
ラ
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
宮
津
防
犯
協

会
（
今い

ま

井い

一か
ず

雄お

会
長
）
と

町
内
で
建
設
業
を
営
む
株

式
会
社
丸
正
組
（
字
滝
）

の
小こ

西に
し

正ま
さ
の
ぶ伸
会
長
か
ら
、

宮
津
市
・
伊
根
町
・
与
謝

野
町
に
防
犯
カ
メ
ラ
一

式
、
計
６
台
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
子
ど
も
や
住
民

が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

や
、
匿
名
・
流
動
型
犯
罪

グ
ル
ー
プ
（
い
わ
ゆ
る
、

ト
ク
リ
ュ
ウ
）
に
よ
る
強

盗
事
件
、
熊
の
出
没
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
中
、「
犯

罪
が
減
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
思
い
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
カ

メ
ラ
は
、
町
が
計
画
的
に

進
め
て
い
る
、
防
犯
（
見

守
り
）
カ
メ
ラ
の
整
備
事

業
の
中
で
活
用
し
、
地
域

の
防
犯
環
境
の
強
化
と
見

守
り
体
制
の
充
実
に
役
立

て
て
い
く
予
定
で
す
。

 

こ
の
た
び
の
ご
寄
贈
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町 政  News News & & InformationInformation

防犯（見守り）カメラを手渡した小西会長（前列左）と
今井会長（前列右）。後列は１市２町の首長ら。

新
規
認
定
の

７
事
業
者
・
13
商
品
一
覧

　

地
域
の
手
仕
事
や
ア
イ
デ
ア
が
光

る
自
慢
の
品
々
を
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
用

や
贈
り
物
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

《 

業
者
名
・
商
品
名 

》

● 

御
菓
子
処
大
槻
菓
舗

　

… 

桜
バ
タ
ー
ロ
ー
ル

● 

砂
後
建
設
株
式
会
社

　

… 

米
粉
＆
米
粉
麺

● 

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ヴ
ァ
ニ
ー
ユ

　

… 

椿
姫

● 

加
悦
総
合
振
興
有
限
会
社

　

… 

丹
後
ち
り
麺 

絹
入
り
う
ど
ん

● 

菊
水
食
品
株
式
会
社

　

… 

さ
く
ら
う
ど
ん
＆
さ
く
ら
の

　
　

 

葉
う
ど
ん

● 

社
会
福
祉
法
人
よ
さ
の
う
み
福
祉
会

　

… 

ジ
ュ
ー
ス
５
種

● 

小
笹
織
物 

… 

写
真
織
絵
画

ジュース５種

桜バターロール（左）
と椿姫（右）

全
国
に

刻
ん
だ
、

熱
い
夏
。＜

後
編
＜

　
小
学
３
年
生
の
と
き
に
加
悦
陸
上
教
室

で
陸
上
競
技
を
始
め
た
下
野
さ
ん
。
宮
津

天
橋
高
校
で
は
棒
高
跳
や
８
種
競
技
な
ど

で
活
躍
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

中
京
大
学（
愛
知
県
）へ
進
学
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
、
高
校
時
代
の
先
輩
に
勧
め

ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
二
日
間
に

わ
た
り
短
距
離
・
中
距
離
・
跳
躍
・
投
て

き
の
10
種
目
の
合
計
得
点
を
競
う
十
種
競

技
に
挑
戦
。
大
学
か
ら
競
技
を
始
め
た
た

め
、
経
験
者
と
の
差
を
縮
め
よ
う
と
、
競

技
場
に
最
後
ま
で
残
り
「
全
日
本
イ
ン
カ

レ
出
場
」
を
目
標
に
、
努
力
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
今
年
６
月
の
「
第
79
回
西
日
本

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
」で
は
、

全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
標
準
記
録
Ａ
を
突
破

す
る
記
録
で
初
優
勝
。
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
目
標
に
し
て
い
た
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
、
夢
の
舞
台
で

競
技
で
き
た
こ
と
を
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
、「
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
れ
方
々
に
、
全
国
の
舞
台
で
競
技
す

る
姿
を
お
見
せ
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
こ

の
４
年
間
、
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
競
技

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
今
後
も
仲
間
を
大

切
に
し
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
成
長

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

天
皇
賜
盃 

第
95
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
（
通
称
・
全
日
本
イ
ン
カ
レ
）

男
子
十
種
競
技 

出
場　
（
９
／
５
～
７
・
神
奈
川
県
）

下し
も

野の 

心し

音お
ん

さ
ん

中
京
大
学
４
年（
加
悦
中
出
身
）

（写真：ご本人提供）

町 政  News & Information
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８ 問　財産活用・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

入札日 工事・物品等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 期間

８/ ５ 町営下山田団地外装等改善工事 下山田地内 １者 宋徳・杉建特定建設工事共同企業体 42,220 38,421 40,100 94.98 R8/8/13
～ 9/3/19

８/ ５ 大江山運動公園便所新築等建築
工事 滝地内 １者 宋徳・杉建特定建設工事共同企業体 42,320 38,394 41,400 97.83 R8/8/13

～ 9/3/19

８/19 水道施設電気通信機器更新工事
設計業務委託

与謝野町
館内 ７者 株式会社新大阪エンジニアリング　

福知山営業所 15,310 ― 11,990 78.31 R8/8/28
～ 9/1/29

８/19 橋梁定期点検（その２）業務委
託 香河地内他 14 者 株式会社エンタコンサルタント

京都営業所 2,128 ― 630 29.61 R8/9/1
～ 12/28

８/19 橋梁定期点検（その３）業務委
託 岩屋地内他 14 者 株式会社日本インシーク

京都北営業所 1,820 ― 1,250 68.68 R8/9/1
～ 12/28

８/19 林道大内線測量設計業務委託 男山地内 ６者 株式会社大町測量 2,902 ― 2,600 89.59 R8/8/27
～ 9/1/29

8/19 災害に強い森づくり事業（男山
地区）測量設計業務委託 男山地内 ６者 株式会社岡田測量 4,109 ― 3,680 89.56 R8/8/27

～ 9/1/29

８/21 大江山運動公園便所新築等機械
設備工事 滝地内 ３者 株式会社山添電気 33,060 30,163 30,180 91.29 R8/8/29

～ 9/3/19

８/28 公用自動車リース（農林環境課） 役場
加悦庁舎 ３者 レンタカーパートナーズ株式会社

オリックスレンタカー福知山店 ― ― 月額
19,000 円 ― 納車日

～ 60 ヵ月

８/28 令和８年度緑の公共事業 侵入防
止柵の購入 与謝地内他 ５者 株式会社三洋商事　四辻営業所 ― ― 10,140 ― R8/9/25

～ 10/30

８/31 豊口線道路改良（その２）工事 石川地内 ６者 安田産業株式会社 6,189 5,514 5,514 89.09 R8/9/8
～ 9/2/5

８/31 山手支線道路改良（その１）工
事 弓木地内 ９者 江笠建材株式会社 18,306 16,390 16,390 89.53 R8/9/8

～ 9/3/25

８/31 町内舗装修繕（その１）工事 町内全域 ２者 金下建設株式会社 9,427 8,374 8,950 94.94 R8/9/8
～ 9/1/29

８/31 上水・下水道関連舗装本復旧①
工事

男山
地内他 ２者 金下建設株式会社 2,340 2,075 2,220 94.87 R8/9/8

～ 12/25

８/31 岩屋地区消火栓新設工事 岩屋地内 ３者 砂後建設株式会社 2,390 2,143 2,143 89.67 R8/9/8
～ 12/24

月入札結果のお知らせ

企業版ふるさと納税のご寄附をいただきました
令和８年度上半期の実績 問　産業観光課 ☎ 43-9012

企業名 ( 所在地 ) 寄附額 寄附対象事業

株式会社オプト・システム 様
（京都府京田辺市）

非公表 非公表

株式会社 NEO 様
（京都府京都市）

10 万円 非公表

株式会社 Hajimari 様
（東京都渋谷区）

非公表
魅力ある教育が活力ある人や
地域を創るまちの実現事業

株式会社ホテル北野屋 様
（宮津市）

非公表 非公表

富士ウェルテック株式会社 様
（兵庫県尼崎市）

非公表
住民が主人公となるまちの
実現事業へ

　令和８年度上半期に、
企業版ふるさと納税のご
寄附をいただいた企業様
をご紹介します。
　ご支援をいただき、ま
ことにありがとうござい
ます。

※ 五十音順。寄附金額や寄附
対象事業名は、ご了承いた
だいた企業様のみを公表し
ています

障害者就労施設等からの物品などの調達実績
与謝野町の令和７年度実績をお知らせします 問　福祉課 ☎ 43-9021

　
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」

が
平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
は
、
障
害
者
就
労
施

設
や
在
宅
で
働
く
障
害
者
、
在
宅
就
業

支
援
団
体
な
ど
（
以
下
、
障
害
者
就
労

施
設
等
）
か
ら
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

優
先
的
に
調
達
す
る
こ
と
で
、
障
害
者

就
労
施
設
等
の
受
注
機
会
を
確
保
し
、

障
害
の
あ
る
方
の
就
労
や
自
立
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
の
令
和
７
年
度
の
調
達
実

績
は
７
６
８
万
１
１
０
６
円
で
、
６
年

度
の
６
２
３
万
７
９
３
６
円
か
ら
増

加
。
主
な
調
達
に
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
敬
老
祝
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
同
法
に
基
づ
き
、

「
令
和
８
年
度
与
謝
野
町
に
お
け
る
障

害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調

達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
福町ホームページ

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
の
建
設
か
ら

約
26
年
が
経
過
し
、
松
が
10

本
ほ
ど
枯
れ
防
風
林
と
し
て

も
景
観
と
し
て
も
良
く
な

い
。
道
の
駅
な
ど
を
作
り
、

人
が
立
ち
寄
る
場
に
で
き
な

い
か
？

宮
津
市
や
伊
根
町
へ

の
観
光
客
を
呼
び
込

み
、
町
内
周
遊
し
て
も
ら

え
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
に
隣
接

す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

な
ど
の
敷
地
を
活
用
し
た

「
海
の
駅
（
道
の
駅
）」
の
整

備
や
（
現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
利
用
者
に
は
代
案
を

考
え
る
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
る
府
立
丹
後
郷
土
資

料
館
と
の
連
携
も
検
討
し
た

い
。

大
き
な
企
業
や
工
場

誘
致
は
で
き
な
い
の

か
？

地
理
的
な
イ
ン
フ
ラ

コ
ス
ト
、水
の
利
用
、

技
術
の
蓄
積
な
ど
の
条
件
か

ら
、
大
型
工
場
な
ど
の
誘
致

は
難
し
い
。
地
元
企
業
を
育

て
て
る
こ
と
と
、
都
会
の
資

本
を
呼
び
込
む
こ
と
が
現
実

的
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
回
、
町
が
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
増

や
し
て
ほ
し
い
が
、
今
後
の

設
置
予
定
は
？

ま
ず
は
20
台
を
設
置

し
て
、
そ
の
後
、
必

要
で
あ
れ
ば
追
加
設
置
を
検

討
し
た
い
。

地
元
を
離
れ
た
大
学

生
や
専
門
学
校
生
が

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
際
の
補
助
制

度
へ
の
考
え
は
？

Ｕ
タ
ー
ン
に
必
要
な

の
は
、
仕
事
が
あ
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
移

住
し
た
方
に
話
を
聞
い
た
と

き
も
、
第
１
に
仕
事
、
第
２

に
子
育
て
環
境
と
言
わ
れ
て

い
た
の
で
、
ま
ず
は
仕
事
づ

く
り
に
力
を
入
れ
た
い
。

Q A&
＜ 座談会 ＞QA

QA

地域の皆さんと対話を重ねています
10 会場で延べ 230 人超が参加 問　総務課 ☎ 43-9010

　
町
長
が
地
域
に
出
向
き
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
対
話
を
す
る
「
わ
が

ま
ち
座
談
会
」。
７
月
か
ら
始
め
、

10
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

月
号
も
主
な
質
疑
応
答
の
内
容
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
明
石
区
／
明
石
地
区
公
民
館
】

10
月
14
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

【
加
悦
区
／
加
悦
地
区
公
民
館
】

10
月
16
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
～

【
算
所
区
／
算
所
会
館
】

10
月
21
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

【
加
悦
奥
区
／
加
悦
奥
地
区
公
民
館
】

11
月
13
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
～

今
後
の
開
催
予
定 

（
９
月
28
日
現
在
）

各
区
民
さ
ん
が
参
加
対
象
で
す

区
か
ら
の
申
し
込
み
に
応
じ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

各
区
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※※

三河内区の座談会（９月 15 日開催）

祉
課
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

QAQA
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与謝野町
有線テレビ

YoutubeＸ（旧 twitter）Facebook 番組ガイドホームページ

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS LINE Instagram

困ったときは早めに消費生活センターなどにご相談ください。

>>> 事例から学ぶ「消費生活」

遺品整理を頼むときの
事業者選びは慎重に 

つながっている電話機まで処分された。事業者に苦情を申し出たが、ごみ
処理場に運搬済みで取り戻せないと言われた。

事　例 亡くなった父の自宅の不用品処分を事業者に依頼した。
大切な書類などは残しておく約束が、アルバムや回線の

や料金を比較しましょう。　
● 契約をする際には、作業日や具体的な作業内容、料金、支払方法、解約
料などについて確認しましょう。
● 作業時には思いがけない追加料金を請求されることもあるので、事前に
確認するようにしましょう。
● 遺品や住まいの不用品を廃棄物として収集・運搬する事業者は、市町村
からの委託業者であるか、市町村長から「一般廃棄物処理業の許可」を受
けている必要があります。無許可事業者による不用品の処分は法律違反と
なり、不法投棄などにつながりかねません。お住まいの市町村の窓口に照
会するなどして事業者選びは慎重にしましょう。
● 遺品を買い取る事業者は「古物商の許可」が必要ですので、「古物商許
可証」「行商従業証」を確認しましょう。

助　言 ● 遺品整理サービスに関する作業内容や料金はさまざま
です。必ず複数の事業者から見積もりをとり、契約内容

問　宮津与謝消費生活センター ☎ 22-2127・消費者ホットライン ☎ 188

功績 ・ 功労をたたえて

　倉昭利さん（加悦）は、昭和 61 年 12 月か
ら平成 10 年 12 月までの 12 年もの間、加悦
町議会議員として在職されました。この間、加
悦町議会産業建設常任委員会委員長、加悦町議

旭日単光章

倉
く ら

 昭
あ き と し

利さん

（高齢者叙勲）

会上下水道対策特別委員会委員長などの要職を歴任され、町政並びに地方自治の発
展および住民福祉の向上に多大な貢献を果たされました。
　長年のご労苦に対し感謝申し上げますとともに、このたびの受章まことにおめで
とうございます。

さん）から、町内の各こども園などに絵
本（約１万 7,000 円相当）をご寄贈い
ただきました。今回で６回目となるこの

　おのえメモリアル株式会
社様（代表取締役・尾

お

上
の え

雄
ゆ う

紀
き

絵本を手にするのだがわこども園の園児たちと尾上さん（下段中央）

子どもたちに
絵本の贈り物

2
9

取り組みは、同社が開催した「加悦谷野菜市」の売上金を活用したものです。
　のだがわこども園で行われた寄贈式には、年長児（ひまわり組）が参加。贈られた絵本を手にす
ると、子どもたちからは自然と笑顔がこぼれました。
　このたびの心温まるご寄贈、まことにありがとうございました。

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

人　口
男
女

世帯数

18,548 人
8,913 人
9,635 人
8,716 戸

（－ 36）
（－ 23）
（－ 13）
（－６）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和８年８月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内　

訳

26
40
２
24
０

人
人
人
人
人

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、８月 16 日から９月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43 - 9010 
産業観光課
　☎ 43 - 9012
会計課
　☎ 43 - 9013
建設課
　☎ 43 - 9014
企画財政課
　☎ 43 - 9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43 - 9020
福祉課
　☎ 43 - 9021
保健課
　☎ 43 - 9022
農林環境課
　☎ 43 - 9023
子育て応援課
　☎ 43 - 9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43 - 9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43 - 9026
議会事務局
　☎ 43 - 9027
CATV センター
　☎ 43 - 9028

加悦庁舎

防災危機管理対策課
　☎ 43 - 9011
上下水道課
　☎ 43 - 9031

野田川庁舎
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【広告枠】

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

11月２日（月）まで
町 ・ 府 民 税：第３期
国 民 健 康 保 険 税：第５期
介 護 保 険 料：第５期
後期高齢者医療保険料：第４期

今
月
の
納
期

持
ち
物　
使
わ
な
く
な
っ
た
布
（
風
呂

敷
、
ス
カ
ー
フ
、
古
着
、
着
物
、
な
ど
）

　
　
　
　

11
月
６
日
（
金
）
ま
で

に
、
織
物
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
２・２
５
７
５
）
へ
。

看
護
職
就
業
相
談
の
開
催
（
無
料
）

日
時　
11
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
半

～
３
時

会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
津

そ
の
他　
看
護
補
助
者
（
無
資
格
）
の

就
業
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。

※ 

看
護
補
助
者
と
は 

… 

医
療
機
関
で

看
護
師
の
指
導
の
下
、
看
護
の
補
助
業

務
を
行
う
職
種
の
こ
と

　
　

京
都
府
北
部
看
護
職
支
援
セ
ン

タ
ー 

☎
４
６・９
０
０
２

知
遊
館
講
座
の
受
講
者
募
集

募
集
す
る
講
座
・
日
時

● 

は
じ
め
て
の
水
引
ア
レ
ン
ジ

11
月
14
日
（
土
）、
21
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

● 

た
の
し
い
デ
コ
巻
き
寿
司

12
月
２
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

● 

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
（
ク
リ

ス
マ
ス
ハ
ー
フ
リ
ー
ス
）

11
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時
半

● 

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ（
し
め
縄
）

12
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
半

InformationInformation

与
謝
野
町
戦
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
与
謝
野

町
す
べ
て
の
戦
没
者
に
対
し
て
、
心
か

ら
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
た
め
、「
与
謝
野
町

戦
没
者
追
悼
式
」
を
挙
行
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
列
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時　
10
月
28
日
（
水
）
午
前
10
時
～

会
場　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

そ
の
他　
会
場
準
備
の
都
合
上
、
参
列

を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　

10
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
、

福
祉
課
（
☎
４
３・９
０
２
１
）
へ
。

裂
き
織
り
体
験
会
の
開
催

　
使
わ
な
く
な
っ
た
布
で
新
た
な
生
地

を
織
り
、か
ば
ん
を
作
る
体
験
会
で
す
。

日
時

【
第
１
回
／
生
地
作
り
】　

11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
第
２
回
／
か
ば
ん
作
り
】

12
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※ 

全
２
回
と
な
り
ま
す
の
で
、
両
日

と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

会
場　
織
物
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
内
在
住
の
方

定
員　
14
人　
※ 

参
加
無
料

※ 

ぞ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
は
定
員
が
あ

り
、
参
加
料
と
材
料
費
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
参
加
申
込
書
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

対
象
者　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在

学
の
18
歳
以
上
の
方

そ
の
他　
先
着
順
の
た
め
定
員
に
達
し

だ
い
、
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　

10
月
20
日

（
火
）
か
ら
30
日
（
金
）

の
午
後
５
時
ま
で
に
、

知
遊
館
・
加
悦
地
域

公
民
館
・
中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
知
遊

館
（
☎
４
６・
２
４
５
１
／
日
曜
日
・

月
曜
日
は
窓
口
が
休
業
）
へ
。

自
衛
官
等
の
募
集

《
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
任
期
制
自
衛
官
）》

年
齢
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

《
一
般
曹
候
補
生
／
３
回
目
》

年
齢
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
11
月
20
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

※ 掲載している情報は、９月 28 日（月）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

町ホームページ

問
・
申

問

問
・
申

問

問
・
申

問
・
申

【与謝野町国保・後期高齢者医療人間ドック事業】 申し込みを受け付けています

申込期限

12 28月 日㊊
補助対象期間：令和９年３月末日まで※

　与謝野町国民健康保険・後期高齢者医療では、病気の予防や早期発見、
早期治療と健康管理を図るため、人間ドックの費用の一部を補助していま
す。なお、年度途中で内容が変更となる場合がありますので、あらかじめ
ご了承いただきますようお願いします。 問　保健課 ☎ 43-9022

● 利用者の
● 要件

● 健診科目

● 費用負担

国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入者し、以下のすべてに該当する方。
・今年度、住民健診を受けていない方
・国民健康保険税や後期高齢者医療保険料の未納のない世帯に属する方
・国民健康保険に加入の方は、30 歳以上の被保険者
・同一年度内に当該事業の利用がない方
【基本健診科目】身体測定、検査（循環器・目・聴力・胃・呼吸器・血液など）
【オプション科目】PET 検診、前立腺がん検診、乳がん検診、子宮がん検診、骨密度検診など
【基本健診】費用の９割の額を町が負担。利用者は残りの１割の額を退院の際、医療機関
にお支払いください。

【与謝野町が補助対象としているオプション科目】費用の５割の額を町が負担。利用者は
残りの５割の額を退院の際、医療機関にお支払いください。

※４万円程度が費用総額となりますので、利用者の負担は約 4,000 円です

※ 節目ドック（令和９年３月末日において、満 45 歳、50 歳、55 歳、60 歳、65 歳、70 歳の方）の方がオプション科目を
利用されたときは、５割負担のうち２割相当を後日、払い戻しいたします。なお、利用日から１ヵ月以内に利用申し込みとは
別に申請手続きが必要です

（１）受診される方ご自身で、医療機関などに電話で利用日時や検査項目の調整を行った
のち、「資格確認証」または「資格情報のお知らせ」をお持ちのうえ保健課までお越しい
ただき、利用申込書の記入と提出をお願いします。

（２）後日、人間ドック利用券を送付しますので、利用日に利用券を医療機関に持参して
ください。
京都府立医科大学附属北部医療センター、いわさく診療所、丹後中央病院、市立福知山市
民病院、京都ルネス病院、舞鶴赤十字病院、京都予防医学センター、御池クリニック、四
条烏丸クリニック、御池クリニックレディースプラザ
※ 検査料については、各医療機関にお問い合わせください

● 利用方法

● 事業対象の
● 医療機関

町ホームページ
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中西 清隆（なかにし きよたか）

大江 琢也（おおえ たくや）

小山 拓也（こやま たくや）

堀井 将城（ほりい しょうき）

榊原 政弘（さかきばら まさひろ）

ポンプ車操法

橋本 明久（はしもと あきひさ）

芦田 優人（あしだ ひろと）

松尾 哲裕（まつお あきひろ）

多田 光希（ただ みつき）

　　―

小型ポンプ操法

ポンプ車操法の部で、堂々の３位入賞 !!

　『操作、始め』『よしっ――』
　消火活動を迅速、確実かつ安全に行うための消防用機械器具の
取り扱いと、一連の動作を競い合う「第30回京都府消防操法大会」
が、８月 30 日、丹波自然運動公園で開催されました。
　与謝野町消防団からは、２分団（石田・弓木）がポンプ車操法
の部に、４分団（石川）が小型ポンプ操法の部に出場。両分団は、
本大会に向けて５月から約４ヵ月間、訓練を重ねてきました。
　当日は、２分団がポンプ車操法の１番手。会場の注目が集まる
中、指揮者の号令とともに各番員は無駄のない所作でホースを延
長し、素早く的を射抜くなど、見事な操法を展開。９消防団が出
場する中、３位入賞という結果を手にしました。
　小型ポンプ操法の部では、惜しくも入賞には手が届かなかった
ものの、訓練で培った団結力で、

「与謝野町消防団、ここにあり」
と言わんばかりの操法を披露し
てくれました。
　この間、大会に向けた訓練に
ご理解とご協力をいただきまし
たご家族の皆さんをはじめ、団
員の皆さん、関係するすべての
皆さんに感謝申し上げます。

― 榊原団員（ポンプ車操法４番員）が最優秀選手賞を獲得 ―

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

操
法
要
員
の
紹
介

４分団の小型ポンプ操法（上・下）

２分団のポンプ車操法

がんばってます！消防団 （編集 ● 本部）

第 30 回京都府消防操法大会第 30 回京都府消防操法大会
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